
第
一
次
世
界
大
戦
と
日
本
陸
軍

│
│
物
量
戦
と
し
て
の
青
島
戦
役
│
│

片

山

杜

秀

一

は
じ
め
に

二

青
島
戦
の
イ
メ
ー
ジ

三

青
島
戦
の
実
際

一

は
じ
め
に

陸
軍
技
術
審
査
部
に
所
属
す
る
砲
兵
中
佐
、
伊
勢
喜
之
助
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
の
青
島
要
塞
攻
略
戦
に
参
加
し
、
戦
闘
終
了
後
、

た
だ
ち
に

青
島
攻
囲
戦
ニ
於
ケ
ル
彼
我
兵
器
ノ
状
態
及
弾
丸
効
力
調
査

を
ま
と
め
た
。
青
島
戦
の
性
質
を
解
す
る
た
め
の
重
要

な
一
次
資
料
と
考
え
ら
れ
る
が
、
今
日
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
。
本
稿
は
、
こ
の
報
告
書
に
依
拠
し
つ
つ
、
青
島
戦
の
実
際
を
素

描
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
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二

青
島
戦
の
イ
メ
ー
ジ

一
九
一
四
年
夏
、
第
一
次
世
界
大
戦
が
勃
発
す
る
と
、
日
本
は
日
英
同
盟
の
誼
か
ら
連
合
国
側
に
加
わ
り
、
ド
イ
ツ
の
東
ア
ジ
ア

に
於
け
る
根
拠
地
で
要
塞
化
さ
れ
て
い
た
、
山
東
半
島
の
青
島
を
攻
め
た
。

青
島
攻
略
戦
に
動
員
さ
れ
た
陸
軍
部
隊
は
、
福
岡
県
久
留
米
の
第
一
八
師
団
、
や
は
り
久
留
米
の
第
二
四
旅
団
や
長
崎
県
大
村
の

第
二
三
旅
団
、
こ
れ
が
初
陣
と
な
る
陸
軍
航
空
隊
な
ど
で
、
そ
れ
ら
が
独
立
第
一
八
師
団
と
し
て
編
成
さ
れ
た
。
人
員
規
模
は
約
三

万
人
。
総
指
揮
官
は
第
一
八
師
団
長
の
神
尾
光
臣
中
将
で
あ
る
。

青
島
要
塞
攻
略
戦
と
は
、
ど
の
よ
う
な
戦
い
だ
っ
た
の
か
。
従
来
の
一
般
的
評
価
は
、
日
本
軍
と
し
て
は
そ
れ
ほ
ど
の
仕
掛
け
な

ど
が
な
く
て
も
勝
利
を
収
め
ら
れ
た
、
取
る
に
足
ら
な
い
い
く
さ
だ
っ
た
、
と
い
う
も
の
だ
ろ
う
。

何
し
ろ
、
戦
い
そ
の
も
の
よ
り
も
、
そ
の
あ
と
で
ド
イ
ツ
軍
捕
虜
が
大
戦
終
了
ま
で
西
日
本
各
地
の
収
容
所
で
暮
ら
し
、
中
で
も

徳
島
県
の
板
東
俘
虜
収
容
所
で
は
捕
虜
に
比
較
的
に
自
由
が
許
さ
れ
て
、
様
々
な
文
化
活
動
が
行
わ
れ
、
地
元
住
民
と
の
心
温
ま
る

交
流
も
あ
り
、
つ
い
に
は
捕
虜
の
楽
団
が
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
交
響
曲
第
九
番
の
日
本
初
演
ま
で
な
し
た
、
と
い
っ
た
挿
話
の
ほ
う

が
、
は
る
か
に
人
口
に
膾
炙
し
て
い
る
く
ら
い
な
の
だ
か
ら
。

あ
る
い
は
、
青
島
戦
は
、
ア
ジ
ア
で
初
の
航
空
機
が
用
い
ら
れ
た
戦
い
と
し
て
記
憶
さ
れ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
一
九
六
三
年

の
東
宝
映
画

青
島
要
塞
爆
撃
命
令

は
、
加
山
雄
三
、
夏
木
陽
介
、
佐
藤
允
ら
の
主
演
に
よ
り
、
複
葉
機
が
楽
し
げ
に
飛
ぶ
、
牧

歌
的
な
航
空
ア
ク
シ
ョ
ン
青
春
物
と
し
て
撮
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
映
画
の
質
が
、
日
本
人
に
語
り
継
が
れ
て
き
た
青
島
戦
の
イ
メ
ー

ジ
を
象
徴
す
る
と
い
っ
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。

明
治
の
凄
惨
な
日
露
戦
争
と
昭
和
の
さ
ら
に
凄
惨
な
日
中
戦
争
や
日
米
戦
争
と
の
は
ざ
ま
で
、
い
さ
さ
か
呑
気
に
行
わ
れ
た
、
い

か
に
も
大
正
ら
し
い
戦
争
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
、
青
島
戦
を
め
ぐ
る
言
説
に
つ
き
ま
と
っ
て
い
る
。
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
や
牧
歌
的
飛
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行
機
を
伴
っ
て
。

実
際
、
多
く
の
戦
史
本
が
、
青
島
戦
役
を
格
別
ど
う
と
い
う
こ
と
も
な
い
楽
勝
だ
っ
た
と
叙
述
し
て
い
る
。
そ
の
一
例
と
し
て
、

戦
後
に
も
大
き
な
影
響
力
を
持
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
伊
藤
正
徳

国
防
史

（
東
洋
経
済
新
報
社
、
一
九
四
一
年
）
の
当
該
箇
所
を
概

観
要
約
し
て
み
よ
う
。

先
発
部
隊
の
山
田
良
水
少
将
率
い
る
旅
団
が
山
東
半
島
の
龍
口
に
到
達
し
た
の
は
九
月
一
日
。
第
一
八
師
団
主
力
が
同
じ
く
龍
口

に
上
陸
し
た
の
は
一
一
日
。
二
六
日
、
準
備
の
整
っ
た
日
本
軍
は
前
進
を
開
始
。
も
う
開
戦
後
一
カ
月
に
な
る
か
ら
、
ド
イ
ツ
軍
の

防
備
は
強
化
さ
れ
て
い
る
も
の
と
考
え
、
慎
重
に
偵
察
を
繰
り
返
し
て
の
進
撃
だ
っ
た
け
れ
ど
も
、
ド
イ
ツ
軍
の
抵
抗
は
微
弱
で
、

二
八
日
に
は
、
浮
山
か
ら
孤
山
に
わ
た
る
ド
イ
ツ
軍
防
衛
線
の
前
面
に
ま
で
進
出
す
る
。

浮
山
は
青
島
背
面
の
東
側
、
孤
山
は
同
じ
く
西
側
の
高
地
。
浮
山
と
孤
山
の
先
は
青
島
ま
で
、
よ
り
高
い
場
所
は
な
い
。
浮
山
と

孤
山
か
ら
は
青
島
が
見
下
ろ
せ
る
。
ド
イ
ツ
軍
と
し
て
は
こ
の
二
つ
の
高
地
を
占
領
さ
れ
た
ら
青
島
防
衛
に
重
大
な
支
障
を
生
ず
る
。

浮
山
と
孤
山
は
青
島
の
生
命
線
で
あ
る
。
日
露
戦
争
時
の
旅
順
の
ロ
シ
ア
軍
だ
っ
た
ら
こ
こ
で
徹
底
抗
戦
し
て
日
本
軍
を
長
期
間
阻

止
し
た
に
違
い
な
い
と
、
伊
藤
は
言
う
。

と
こ
ろ
が
日
本
軍
の
戦
意
が
熾
烈
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
ド
イ
ツ
守
備
軍
の
そ
れ
は
甚
だ
低
く
、
日
露
戦
争
の
旅
順
の
二
〇
三

高
地
に
相
当
す
る
浮
山
は
弱
す
ぎ
て
話
に
も
な
ら
ず
、
た
ち
ま
ち
陥
落
す
る
。
た
だ
ち
に
日
本
軍
は
青
島
総
攻
撃
の
た
め
の
準
備
に

入
っ
た
け
れ
ど
も
、

途
中
豪
雨
に
見
舞
わ
れ
た
た
め
準
備
に
手
間
ど
り
、
万
端
整
う
ま
で
に
一
カ
月
も
か
か
っ
て
し
ま
っ
た
。

総
攻
撃
開
始
は
一
〇
月
三
一
日
。
ま
ず
砲
撃
に
よ
っ
て
ド
イ
ツ
軍
の
士
気
が
ま
す
ま
す
低
下
す
る
の
に
乗
じ
て
、
日
本
歩
兵
は
果

敢
な
夜
間
攻
撃
を
試
み
、
防
衛
第
一
線
を
突
破
し
、
明
治
天
皇
の
誕
生
日
の
一
一
月
三
日
に
は
防
衛
第
二
線
を
制
圧
。
六
日
に
は
青

島
市
街
へ
の
突
撃
戦
が
策
定
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
こ
の
間
、
ド
イ
ツ
軍
の
抵
抗
は
あ
ま
り
に
微
弱
で
あ
り
、
日
本
軍
の
士
気
の
緊
張

は
圧
倒
的
で
あ
っ
た
か
ら
、
突
撃
陣
地
の
構
築
さ
え
不
要
で
あ
っ
た
。
ド
イ
ツ
軍
は
総
攻
撃
開
始
か
ら
約
一
週
間
で
降
伏
し
、
青
島
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戦
は
あ
っ
け
な
く
終
了
し
た
。

伊
藤
に
従
え
ば
、
大
概
以
上
の
よ
う
で
あ
る
。
慎
重
に
時
間
を
か
け
た
が
、
青
島
の
ド
イ
ツ
軍
は
戦
意
不
十
分
ゆ
え
に
つ
い
に
さ

し
た
る
苦
労
は
な
く
、
そ
の
戦
闘
は
、
日
本
軍
に
と
っ
て
特
別
な
教
訓
を
与
え
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
、
と
い
う
筋
書
き
に
な
る
。

日
本
軍
の
精
神
力
、
突
撃
精
神
が
、
ド
イ
ツ
軍
を
圧
倒
し
去
っ
た
と
い
う
物
語
で
あ
る
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
時
間
は
か
か
り
す
ぎ
て
い
る
。
浮
山
と
孤
山
の
防
衛
線
は
九
月
末
に
破
っ
て
い
る
。
そ
の
と
き
第
一
八
師
団

は
青
島
の
死
命
を
制
し
た
と
い
え
る
。
引
き
続
き
突
撃
す
れ
ば
、
青
島
は
た
ち
ど
こ
ろ
に
陥
落
し
た
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
な
の
に
、
総

攻
撃
ま
で
一
か
月
も
あ
い
た
。
雨
に
災
い
さ
れ
た
と
い
っ
て
も
、
長
す
ぎ
る
の
で
は
な
い
か
。
指
揮
官
の
神
尾
は

慎
重
将
軍

、

神
尾
の
作
戦
は

慎
重
作
戦

と
言
わ
れ
た
。
臆
病
な
采
配
の
せ
い
で
、
い
く
さ
が
長
引
い
た
と
考
え
ら
れ
た
。
そ
の
印
象
が
の
ち

の
ち
ま
で
の
さ
ま
ざ
ま
の
歴
史
叙
述
に
反
映
し
て
い
る
。

三

青
島
戦
の
実
際

だ
が
、
以
上
の
イ
メ
ー
ジ
は
本
当
な
の
だ
ろ
う
か
。
や
は
り
肝
腎
な
点
が
抜
け
て
い
る
。
あ
る
い
は
強
調
さ
れ
て
い
な
い
。
簡
単

に
結
論
を
先
取
り
す
れ
ば
、
実
は
青
島
で
は
、
歩
兵
が
突
撃
し
、
砲
兵
が
支
援
す
る
戦
争
で
は
な
く
、
砲
兵
の
火
力
で
ほ
と
ん
ど
か

た
を
つ
け
て
し
ま
い
、
歩
兵
は
後
始
末
に
行
く
だ
け
、
と
い
っ
た
か
た
ち
の
戦
争
が
試
み
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
火
力
の
強
い
ほ
う
が

勝
つ
。
弾
の
多
い
ほ
う
が
勝
つ
。
白
兵
戦
や
突
撃
戦
で
は
な
い
。
遠
距
離
か
ら
物
量
で
圧
倒
し
よ
う
と
い
う
戦
争
。
砲
兵
が
主
で
歩

兵
が
従
。
近
代
戦
の
手
本
を
、
日
本
陸
軍
が
初
め
て
試
し
た
の
が
青
島
戦
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。

こ
の
へ
ん
の
事
情
に
端
的
に
触
れ
た
戦
史
本
が
、
伊
藤
正
徳
の

国
防
史

の
二
年
後
に
は
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
桑
木
崇
明
陸
軍

中
将
の
著
し
た

陸
軍
五
十
年
史

で
あ
る
。
肝
腎
な
く
だ
り
を
引
く
。
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青
島
要
塞
の
攻
略
に
就
て
、
我
が
軍
の
策
定
し
た
作
戦
方
針
は
大
体
次
の
や
う
で
あ
つ
た
。

我
が
軍
は
第
一
八
師
団
、
野
戦
重
砲
兵
一
連
隊
（
一
五
セ
ン
チ
榴
弾
砲
）、
攻
城
部
隊
若
干
を
基
幹
と
す
る
独
立
一
師
団
を
以
て
海
軍
と

協
同
し
て
青
島
要
塞
を
攻
略
す
る
、
こ
れ
が
為
め
野
戦
部
隊
の
主
力
を
山
東
省
北
岸
の
龍
口
に
揚
陸
し
、
そ
の
即
墨
付
近
進
出
の
後
、
重
砲

そ
の
他
の
諸
材
料
を
労
山
湾
付
近
に
上
陸
せ
し
め
、
先
づ
孤
山
、
浮
山
の
敵
の
前
進
陣
地
を
奪
取
し
、
次
で
本
防
御
線
を
攻
略
す
、
而
し
て

要
塞
攻
撃
の
方
法
は
坑
道
作
業
を
行
は
な
い
如
く
計
画
す
る
、
と
い
ふ
の
が
そ
の
方
針
で
あ
つ
た
が
、
そ
の
後
欧
州
方
面
戦
況
の
進
展
上
の

顧
慮
か
ら
、
一
層
速
や
か
に
こ
れ
を
攻
略
せ
し
め
ん
こ
と
を
企
図
し
、
二
八
セ
ン
チ
榴
弾
砲
六
門
、
一
二
セ
ン
チ
榴
弾
砲
二
四
門
、
鉄
道
連

隊
、
工
兵
独
立
大
隊
各
々
一
個
を
新
に
師
団
に
増
加
し
、
そ
の
大
部
は
第
二
期
輸
送
部
隊
と
共
に
、
又
二
八
セ
ン
チ
榴
弾
砲
は
火
砲
整
備
の

関
係
上
、
爾
後
こ
れ
に
続
い
て
労
山
湾
に
輸
送
す
る
こ
と
と
し
た
。

要
す
る
に
、
攻
略
戦
計
画
の
最
終
段
階
で
、
作
戦
方
針
が
、
当
初
の
歩
兵
突
撃
を
主
と
し
、
そ
れ
を
一
五
セ
ン
チ
榴
弾
砲
に
よ
る

砲
撃
で
援
護
す
る
程
度
の

前
近
代
戦

か
ら
、
よ
り
大
口
径
で
破
壊
力
の
大
き
い
二
八
セ
ン
チ
榴
弾
砲
、
そ
れ
か
ら
桑
木
の
文
章

か
ら
は
落
ち
て
い
る
が
、
四
五
式
二
四
セ
ン
チ
榴
弾
砲
等
を
並
べ
、
砲
撃
で
青
島
要
塞
を
一
気
に
圧
倒
し
て
、
短
期
日
で
け
り
を
つ

け
る

近
代
戦

へ
と
、
転
換
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
伴
っ
て
巨
大
砲
を
運
搬
し
、
陣
地
を
設
営
す
る
た
め
の
工
兵
部
隊
と
鉄

道
部
隊
も
新
た
に
動
員
さ
れ
た
。
一
カ
月
は
そ
の
た
め
に
必
要
で
あ
っ
た
。
そ
の
時
間
を
顧
慮
し
て
も
、
ほ
ど
ほ
ど
の
火
力
援
護
に

よ
る
歩
兵
突
撃
よ
り
も
、
確
実
に
計
算
可
能
な
速
や
か
な
日
程
で
、
青
島
は
攻
略
で
き
る
と
考
え
ら
れ
た
と
い
う
の
が
、
桑
木
の
理

解
で
あ
る
。
拙
速
に
歩
兵
突
撃
を
し
て
失
敗
を
く
り
か
え
せ
ば
、
日
露
戦
争
の
旅
順
の
よ
う
に
泥
沼
化
し
か
ね
な
い
危
惧
も
あ
っ
た

わ
け
だ
ろ
う
。

こ
う
し
て
青
島
は
、
日
露
戦
争
後
の
日
本
陸
軍
近
代
化
の
ほ
ど
を
試
す
た
め
の
実
験
場
と
な
っ
た
。
歩
兵
突
撃
の
時
代
は
既
に
終
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わ
っ
た
、
今
後
は
火
力
の
時
代
で
、
ど
れ
だ
け
砲
弾
を
打
ち
込
め
る
か
、
大
砲
の
数
と
性
能
と
砲
弾
の
補
給
量
が
勝
負
を
決
め
る
と

い
う

近
代
的
認
識

が
、
青
島
戦
で
の
日
本
陸
軍
の
主
調
で
あ
っ
た
。
そ
う
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
こ
で
、
青
島
要
塞
を
狙
っ
て
、
前
面
の
砲
兵
陣
地
に
配
備
さ
れ
た
、
日
本
陸
軍
の
大
砲
の
種
類
と
数
を
、
煩
雑
に
な
る
が
確
認

し
て
お
こ
う
。

ま
ず
、
独
立
攻
城
重
砲
兵
第
一
大
隊
が
三
八
式
一
五
セ
ン
チ
榴
弾
砲
を
一
三
門
。

同
第
二
大
隊
が
、
四
五
式
二
四
セ
ン
チ
榴
弾
砲
を
六
門
と
四
五
式
二
〇
セ
ン
チ
榴
弾
砲
を
四
門
。
こ
の
部
隊
が
当
時
の
日
本
砲
兵

の
中
で
も
最
新
装
備
に
よ
る
中
軸
部
隊
と
呼
べ
る
だ
ろ
う
。
部
隊
の
金
看
板
は
、
日
本
陸
軍
の
採
用
し
て
い
る
移
動
式
の
大
砲
と
し

て
は
最
大
級
で
、
し
か
も
耐
用
性
や
命
中
率
な
ど
に
於
い
て
も
優
れ
た
二
四
セ
ン
チ
砲
で
あ
る
。
砲
の
開
発
者
、
緒
方
勝
一
砲
兵
中

佐
が
、
こ
の
大
隊
を
自
ら
率
い
た
。

同
第
三
大
隊
が
、
三
八
式
一
〇
セ
ン
チ
加
農
砲
を
一
二
門
。

同
第
四
大
隊
が
、
二
八
セ
ン
チ
榴
弾
砲
を
六
門
。
固
定
式
の
巨
大
な
要
塞
砲
を
、
青
島
前
面
ま
で
わ
ざ
わ
ざ
運
ん
で
き
た
。

独
立
攻
城
重
砲
兵
中
隊
が
四
五
式
一
五
セ
ン
チ
加
農
砲
を
二
門
。

野
戦
重
砲
兵
第
二
連
隊
が
三
八
式
一
二
セ
ン
チ
榴
弾
砲
を
二
四
門
。

同
第
三
連
隊
が
三
八
式
一
五
セ
ン
チ
榴
弾
砲
を
二
四
門
。
野
砲
兵
第
二
四
連
隊
が
三
八
式
野
砲
（
口
径
は
七
五
ミ
リ
）
を
三
六
門
。

山
砲
兵
中
隊
が
四
一
式
山
砲
を
六
門
。

こ
れ
だ
け
の
砲
門
を
並
べ
、
一
〇
月
三
一
日
、
青
島
へ
の
総
攻
撃
が
始
ま
っ
た
。
ド
イ
ツ
軍
の
青
島
要
塞
の
最
前
面
に
は
、
東
か

ら
西
に
、
小
湛
山
堡
塁
、
小
湛
山
北
堡
塁
、
中
央
堡
塁
、
台
東
鎮
東
堡
塁
、
海
岸
堡
塁
が
並
び
、
そ
の
後
方
に
イ
ル
チ
ス
南
砲
台
、

イ
ル
チ
ス
北
砲
台
、
台
東
鎮
砲
台
が
控
え
、
も
う
ひ
と
つ
後
ろ
の
要
塞
地
帯
で
は
い
ち
ば
ん
の
高
地
に
、
最
大
の
火
力
を
持
つ
モ
ル

ト
ケ
山
の
砲
台
や
ビ
ス
マ
ル
ク
山
の
砲
台
が
鎮
座
し
て
い
た
。
た
と
え
ば
ビ
ス
マ
ル
ク
山
の
砲
台
に
は
、
四
門
の
二
八
セ
ン
チ
榴
弾
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砲
と
二
門
の
二
一
セ
ン
チ
旧
式
砲
が
据
え
ら
れ
て
い
た
。
モ
ル
ト
ケ
山
と
ビ
ス
マ
ル
ク
山
を
下
れ
ば
青
島
の
市
街
で
あ
る
。

戦
い
の
実
際
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
。
ま
ず
、
青
島
要
塞
の
要
、
ビ
ス
マ
ル
ク
山
砲
台
の
ド
イ
ツ
軍
指
揮
官
の
日
誌

を
、
青
島
陥
落
後
、
日
本
側
が
入
手
し
、
翻
訳
し
た
と
称
す
る
も
の
か
ら
引
こ
う
。

十
月
三
十
一
日

早
朝
我
砲
か
ら
一
発
を
放
つ
。
敵
は
忽
ち
応
射
す
る
。
日
軍
の
砲
撃
は
巧
妙
を
極
め
、
我
砲
台
に
凡
そ
二
十
発
の
命
中

弾
を
受
け
た
。
戦
闘
は
午
前
の
七
時
か
ら
始
ま
つ
て
十
一
時
迄
続
い
た
。
司
令
部
も
一
弾
を
蒙
つ
た
。
露
助
の
住
居
の
や
う
に
砲
台
は
穴
だ

ら
け
に
な
つ
た
。
何
と
い
ふ
凄
ま
じ
い
光
景
で
あ
ら
う
。
敵
弾
は
殆
ど
間
断
な
く
我
砲
台
と
堡
壘
の
上
に
炸
裂
す
る
が
、
幸
ひ
に
火
砲
と
兵

士
に
損
害
は
な
か
っ
た
。
余
は
頗
る
幸
福
で
あ
つ
た
。
余
の
面
前
に
恰
度
六
発
の
砲
弾
を
受
け
た
が
、
少
し
の
負
傷
だ
も
受
け
な
か
つ
た
。

敵
弾
の
位
置
が
最
う
四
米
突
も
吾
人
に
近
づ
い
て
居
た
ら
、
恐
ら
く
此
日
誌
を
継
続
し
て
書
き
得
る
事
が
難
し
か
つ
た
だ
ら
う
。

初
日
に
、
ビ
ス
マ
ル
ク
山
の
砲
台
は
か
な
り
正
確
に
砲
撃
さ
れ
て
、
相
当
の
損
害
を
蒙
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
翌
日
に
は
日
本
砲

兵
の
照
準
の
精
度
は
、
ま
す
ま
す
上
が
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

十
一
月
一
日

敵
は
我
前
砲
台
に
来
つ
て
、
今
日
は
盛
に
砲
撃
を
継
続
し
て
居
る
。
吾
人
は
立
派
に
之
に
応
射
し
た
。
此
の
日
に
吾
人
の

砲
台
が
受
け
た
弾
数
は
四
百
四
十
八
箇
で
、
其
内
四
十
発
は
危
い
所
に
命
中
し
た
。
余
の
砲
台
は
殆
ど
破
壊
さ
れ
て
了
つ
た
。
午
前
八
時
に

第
二
の
砲
架
が
全
弾
を
受
け
て
、
一
時
戦
闘
を
中
止
す
る
の
已
む
な
き
に
至
つ
た
。（
中
略
）
敵
の
砲
弾
は
午
前
十
一
時
半
に
な
つ
て
御
馳

走
を
歇
め
て
了
つ
た
。
戦
闘
後
砲
台
に
行
つ
て
見
る
と
、
火
砲
は
悲
し
む
べ
き
惨
澹
た
る
有
様
だ
。
何
と
云
つ
て
宜
か
ら
う
か
。
十
二
珊
乃

至
十
五
珊
の
榴
弾
が
一
火
砲
の
周
囲
に
半
円
形
を
描
い
て
落
立
し
て
居
る
。
此
の
榴
弾
が
一
時
に
爆
裂
し
、
而
し
て
我
火
砲
が
敵
に
砲
撃
を

加
へ
て
居
た
ら
、
恐
ら
く
吾
人
は
聾
者
と
な
つ
た
で
あ
ら
う
。
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こ
の
日
は
ま
だ
終
わ
ら
ず
、
午
後
の
部
が
続
い
た
。

午
後
二
時
、
敵
は
再
び
砲
撃
を
開
始
し
た
。
是
が
為
に
吾
人
は
火
砲
の
下
に
任
務
に
着
か
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
に
な
つ
た
。
而
も
其
の
時
の

火
砲
の
凄
ま
じ
い
有
様
は
何
う
で
あ
つ
た
か
。
吾
人
は
適
当
の
詞
を
以
て
形
容
す
る
こ
と
が
出
来
ぬ
。
一
全
弾
は
防
楯
を
貫
き
、
一
門
は
戦

闘
力
を
失
ふ
ま
で
に
毀
れ
て
居
た
。

砲
台
は
、
こ
の
午
後
の
砲
撃
で
、
ほ
ぼ
戦
闘
力
を
喪
失
し
た
と
い
っ
て
よ
い
。
日
本
軍
も
戦
果
を
よ
く
把
握
し
た
ら
し
く
、
翌
二

日
か
ら
四
日
は
平
穏
で
あ
っ
た
。
ビ
ス
マ
ル
ク
山
の
砲
台
の
最
期
は
、
五
日
に
訪
れ
る
。

十
一
月
五
日

正
午
、
敵
の
一
火
砲
は
我
砲
台
を
射
撃
し
た
。
吾
人
も
之
に
応
射
し
た
が
、
我
背
面
に
あ
る
敵
の
砲
台
か
ら
も
打
ち
出
し

て
、
終
に
吾
人
は
敵
の
十
字
火
に
陥
つ
た
。
午
後
命
令
を
受
領
す
る
。

我
全
弾
を
射
撃
し
盡
し
、
次
い
で
工
事
を
爆
破
す
べ
し

。
即
ち
余

は
我
火
砲
を
以
て
六
十
発
を
発
射
の
後
、
火
砲
が
已
に
戦
闘
力
を
失
つ
た
こ
と
を
知
り
、
其
儘
に
し
て
夕
方
か
ら
全
砲
台
員
は
歩
兵
の
陣
地

に
進
展
し
た
。

退
却
は
進
展
と
表
現
さ
れ
て
い
る
。
と
も
か
く
、
青
島
防
衛
の
要
、
ビ
ス
マ
ル
ク
山
の
砲
台
の
砲
兵
や
守
備
兵
は
、
突
撃
し
て
く

る
日
本
歩
兵
を
ひ
と
り
も
見
ぬ
う
ち
に
、
戦
闘
力
を
喪
失
し
、
撤
退
を
強
い
ら
れ
た
と
分
か
る
。

青
島
の
ド
イ
ツ
軍
が
降
伏
し
た
の
は
、
一
一
月
七
日
、
す
な
わ
ち
総
攻
撃
開
始
か
ら
八
日
目
で
あ
る
。

陥
落
後
、
伊
勢
喜
之
助
砲
兵
中
佐
は
、
日
本
軍
が
砲
撃
目
標
と
し
た
ド
イ
ツ
軍
陣
地
を
め
ぐ
り
、
詳
細
に
デ
ー
タ
を
と
っ
て
、
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青
島
攻
囲
戦
ニ
於
ケ
ル
彼
我
兵
器
ノ
状
態
及
弾
丸
効
力
調
査

と
い
う
報
告
書
に
ま
と
め
て
い
る
。

ま
ず
、
海
岸
堡
塁
は
ど
う
か
。

本
堡
塁
ノ
掩
体
ハ
我
砲
弾
ノ
為
機
関
銃
坐
並
監
視
壁
悉
ク
破
壊
セ
ラ
レ
殆
ド
外
斜
面
及
内
頂
壁
ノ
形
状
ヲ
存
セ
ザ
ル
モ
ノ
多
シ
。
又
永
久

掩
蔽
部
ノ
上
面
ニ
ハ
二
十
八
珊
鋳
鉄
破
甲
榴
弾

ペ
ト
ン

体
三
百
粍
貫
徹
シ
上
面
ニ
百
粍
ノ
薄
層
ヲ

脱
セ
シ
メ
其
下
面
ニ
損
傷
ヲ
及
ボ

サ
ズ
。

次
に
台
東
鎮
東
堡
塁
は
ど
う
か
。

機
関
銃
坐
ハ
七
箇
ヲ
有
ス
ル
モ
僅
ニ
一
箇
ヲ
存
ス
ル
ノ
外
悉
ク
破
壊
セ
リ
。（
内
部
ハ
）
其
大
部
ヲ
破
壊
シ
砲
撃
間
守
兵
ノ
占
位
ス
ル
コ

ト
能
ハ
ザ
ラ
シ
メ
タ
ル
ノ
感
ア
リ
。
外
斜
面
ハ
殆
ド
漏
斗
孔
ヲ
以
テ
充
サ
ル
。
永
久
掩
蔽
部
ノ
上
面
ニ
ハ
二
十
四
榴
命
中
弾
ア
ル
モ
上
層
ナ

ル
割
石
ノ
混
合
堆
土
ノ
ミ
ニ
達
シ

ペ
ト
ン

体
ニ
及
ボ
サ
ズ
。

そ
し
て
中
央
堡
塁
は
ど
う
か
。

掩
体
（
中
略
）
ハ
其
大
部
分
ヲ
破
壊
シ
外
斜
面
ハ
漏
斗
孔
ヲ
以
テ
充
サ
ル
。
十
五
珊
榴
破
甲
弾
ノ
不
発
弾
内
頂
ノ
鉄
骨

ペ
ト
ン

体
ヲ

貫
通
シ
直
後
ノ
爆
裂
防
護
用
鉄
骨

ペ
ト
ン

体
壁
後
方
鉄
骨
ニ
至
リ
停
止
セ
リ
。（
中
略
）
二
十
珊
榴
破
甲
弾
永
久
掩
蔽
部
上
面
ニ
的
中

シ
上
部
六
百
粍
ノ
上
層
ニ
漏
斗
孔
ヲ
開
キ
尚

ペ
ト
ン

体
ヲ
四
十
粍

脱
セ
リ）
。
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さ
ら
に
小
湛
山
北
堡
塁
は
ど
う
か
。

内
斜
面
ハ
殆
ド
弾
痕
ヲ
以
テ
充
サ
レ
其
形
状
ヲ
存
セ
ズ
。
永
久
掩
蔽
部

ペ
ト
ン

体
ニ
ハ
損
害
ヲ
与
ヘ
ズ）
。

砲
台
に
つ
い
て
は
、
ド
イ
ツ
軍
が
破
壊
し
て
か
ら
撤
退
し
て
い
る
の
で
、
砲
撃
効
果
の
判
定
が
困
難
と
は
い
え
、
そ
れ
で
も
伊
勢

中
佐
は
、
台
東
鎮
の
西
砲
台
、
ビ
ス
マ
ル
ク
山
の
北
砲
台
、
イ
ル
チ
ス
山
の
東
砲
台
な
ど
に
、

我
ガ
射
弾

に
よ
っ
て
破
壊
さ
れ

た
大
砲
の
姿
を
認
め
て
い
る

）
。

こ
の
伊
勢
中
佐
の
報
告
に
従
う
な
ら
ば
、
青
島
戦
は
砲
戦
で
ほ
と
ん
ど
決
着
が
つ
い
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
分
厚
い
ペ
ト
ン

（
コ
ン
ク
リ
ー
ト
）
へ
の
砲
弾
の
効
果
は
し
ば
し
ば
物
足
り
な
く
は
あ
っ
た
も
の
の
、
日
本
歩
兵
が

魂
の
突
撃

を
な
す
前
に
、

砲
台
も
堡
塁
も
、
事
実
上
、
廃
墟
と
化
し
、
機
能
を
喪
失
し
て
い
た
。

こ
の
戦
果
を
実
見
し
た
伊
勢
中
佐
は
、
報
告
書
を
次
の
よ
う
に
し
め
く
く
っ
て
い
る
。

以
上
弾
丸
効
力
ヲ
各
堡
壘
砲
台
ニ
付
之
レ
ヲ
実
査
セ
ル
ニ
我
砲
兵
ノ
目
標
ト
シ
テ
射
撃
ヲ
規
正
セ
シ
堡
壘
内
火
線
ニ
対
シ
テ
ハ
射
弾
密
集

シ
其
効
力
威
大
ニ
シ
テ
殆
ド
之
レ
ヲ
粉
砕
シ
其
外
形
ヲ
失
ハ
シ
メ
タ
リ
。
之
レ
ガ
為
、
常
ニ
守
兵
ヲ
シ
テ
火
線
ヲ
占
位
セ
シ
ム
ル
コ
ト
能
ハ

ザ
ラ
シ
メ
タ
ル
ヤ
ノ
感
ア
ラ
シ
ム
。
蓋
シ
其
主
因
他
ナ
シ
。
一
ハ
砲
兵
射
撃
術
ノ
進
歩
ト
日
露
戦
争
当
時
ヨ
リ
極
メ
テ
火
砲
精
度
ノ
良
好
ナ

ル
ト
弾
丸
ノ
所
有
大
ニ
豊
富
ニ
ナ
ル
ニ
依
ル
ナ
ラ
ン
。
即
チ
本
要
塞
攻
囲
戦
ニ
於
テ
攻
城
砲
兵
ノ
発
射
セ
シ
総
鉄
量
ハ
一
六
〇
一
噸
二
三
八

ニ
シ
テ
旅
順
攻
囲
ノ
全
戦
役
ニ
消
費
セ
シ
発
射
総
鉄
量
ノ
約
二
・
五
分
ノ
一
ナ
リ
ト
ス）
。

二
・
五
分
ノ
一
、
す
な
わ
ち
四
割
で
あ
る
。
日
露
戦
争
の
足
掛
け
六
カ
月
に
及
ぶ
旅
順
攻
城
戦
で
日
本
軍
の
放
っ
た
砲
弾
は
、
総
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計
二
一
万
五
一
一
発
と
さ
れ
る

）
。
対
し
て
伊
勢
中
佐
の
報
告
書
に
掲
載
さ
れ
た

青
島
攻
城
戦
ニ
於
ケ
ル
各
目
標
ニ
対
ス
ル
発
射
弾

数

の
総
計
は
四
万
三
〇
一
九
発
で
あ
る
。
数
だ
け
だ
と
二
割
に
な
る
。
し
か
し
、
大
口
径
弾
が
多
い
の
で
、
総
鉄
量
で
計
算
す
る

と
、
旅
順
攻
城
戦
の
四
〇
〇
〇
ト
ン
に
対
し
て
四
割
と
い
う
。
青
島
の
一
週
間
で
旅
順
の
数
カ
月
の
四
割
の
目
方
の
砲
弾
が
消
費
さ

れ
た
の
で
あ
る
。

火
力
の
差
で
勝
敗
が
決
し
た
こ
と
は
、
ド
イ
ツ
側
も
認
め
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
日
本
軍
の
捕
虜
と
な
っ
た
青
島
総
督
の
マ
イ
ヤ

ー
=
ヴ
ァ
ル
デ
ッ
ク
海
軍
大
佐
は
、
門
司
に
向
か
う
護
送
船
内
で
、
新
聞
記
者
の
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
に
応
じ
、
青
島
戦
を
こ
う
総
括
し

て
い
る
。

余
を
し
て
忌
憚
な
く
日
本
軍
の
批
評
を
試
ま
し
む
れ
ば
、
日
本
軍
の
長
処
は
大
砲
の
射
撃
と
斥
候
の
明
敏
と
又
先
き
に
語
り
し
如
く
塹
壕

の
穿
ち
方
の
巧
妙
に
あ
り
、
歩
兵
の
小
銃
射
撃
は
幾
分
の
遺
憾
な
き
能
は
ず
、
是
れ
日
本
軍
の
短
処
な
る
べ
き
が
、
日
本
軍
の
疾
風
の
如
き

吶
喊
は
眞
に
世
界
の
其
比
を
見
ざ
る
所
な
る
べ
し）
。

日
本
軍
の
勝
因
は
第
一
に
優
勢
な
る
砲
撃
に
あ
っ
た
。
歩
兵
戦
、
接
近
戦
で
は
技
量
の
不
足
を
感
じ
た
。
そ
し
て
、
歩
兵
が
突
撃

し
て
く
る
際
の
勢
い
に
つ
い
て
、
日
本
陸
軍
へ
の
国
際
的
定
評
を
ふ
ま
え
、
社
交
辞
令
的
に
付
加
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
感
想

と
解
さ
れ
る
。

こ
れ
は
日
本
陸
軍
に
対
す
る
批
評
と
し
て
新
し
い
。
な
ぜ
な
ら
、
十
年
前
の
日
露
戦
争
で
の
日
本
陸
軍
は
、
火
力
が
不
足
し
て
も

歩
兵
の
突
撃
に
徹
し
、
肉
弾
戦
、
白
兵
戦
に
持
ち
込
む
精
神
主
義
的
戦
闘
法
で
世
界
に
知
ら
れ
て
い
た
の
だ
か
ら
。
先
の
引
用
を
結

ぶ
マ
イ
ヤ
ー
=
ヴ
ァ
ル
デ
ッ
ク
の

日
本
軍
の
疾
風
の
如
き
吶
喊
は
眞
に
世
界
の
其
比
を
見
ざ
る
所
な
る
べ
し

と
い
う
文
言
は
、

そ
の
よ
う
な
評
価
を
意
識
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
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た
と
え
ば
、
日
露
戦
争
に
於
い
て
ク
ロ
パ
ト
キ
ン
将
軍
は
、
回
想
録
に
こ
う
記
し
て
い
る
。

戦
時
日
本
軍
ニ
従
軍
シ
タ
ル
英
国
ノ
ハ
ミ
ル
ト
ン
中
将
ハ

日
露
戦
争
ニ
於
ケ
ル
参
謀
官
日
記

ト
題
ス
ル
著
書
ニ
於
テ
日
本
陸
軍
ノ
大

隊
ハ
其
ノ
性
質
ニ
於
テ
欧
州
陸
軍
ノ
大
隊
ヲ
凌
駕
ス
ト
断
定
シ
日
本
軍
ノ
特
性
ヲ
評
シ
テ
曰
ク

政
府
ハ
日
本
兵
ガ
其
ノ
母
ノ
乳
ト
共
ニ
吸

収
シ
タ
ル
愛
国
心
ニ
接
種
ス
ル
ニ
制
先
、
機
敏
、
深
慮
ヲ
以
テ
セ
ン
ト
努
メ
タ
リ
。
此
ノ
如
キ
ハ
武
勇
ヲ
以
テ
教
科
ノ
首
目
ト
ス
ル
学
校
ニ

於
テ
ノ
ミ
行
ハ
ル
ベ
シ

ト）
。

ク
ロ
パ
ト
キ
ン
は
つ
づ
い
て
作
家
ト
ル
ス
ト
イ
の
日
本
軍
評
に
も
ふ
れ
る
。

（
日
本
人
ヲ
）
最
モ
激
賞
シ
タ
ル
ハ
ト
ル
ス
ト
イ
伯
ナ
リ
ト
ス
我
ガ
国
ノ
偉
大
ナ
ル
著
作
家
兼
哲
学
者
ハ
（
中
略
）
日
本
軍
ノ
我
ガ
軍
ニ

対
シ
テ
勝
ヲ
制
シ
タ
ル
ハ
日
本
人
ガ
目
下
武
勇
的
愛
国
心
ト
有
力
ナ
ル
主
権
ト
ニ
由
リ
テ
世
界
ニ
於
ケ
ル
最
強
ノ
人
民
ト
為
リ
陸
海
共
ニ
何

人
ニ
モ
破
ラ
レ
タ
ル
民
タ
ル
ニ
因
ル
ト
論
断
セ
リ）
。

そ
し
て
ク
ロ
パ
ト
キ
ン
は

前
述
ス
ル
所
ニ
依
レ
バ
戦
争
前
吾
人
ガ
物
質
力
就
中
精
神
力
ヲ
評
価
シ
タ
ル
ノ
不
十
分
ナ
ル
コ
ト
明

ナ
リ

）

と
自
ら
の
不
明
を
恥
じ
て
、
日
本
軍
に
対
す
る
評
価
を
結
ぶ
。
日
本
軍
の
旺
盛
な
精
神
力
と
捨
て
身
の
突
撃
に
は
神
が
か
っ

た
恐
ろ
し
さ
が
あ
る
と
い
う
、
一
九
四
五
年
ま
で
、
最
後
に
は
カ
ミ
カ
ゼ
と
い
う
言
葉
と
セ
ッ
ト
に
さ
れ
て
続
い
て
ゆ
く
神
話
は
、

ク
ロ
パ
ト
キ
ン
回
想
録

を
は
じ
め
と
す
る
日
露
戦
争
の
記
憶
か
ら
、
主
に
作
り
上
げ
ら
れ
た
と
言
っ
て
よ
い
。

し
か
し
、
青
島
戦
の
展
開
と
結
末
は
大
き
く
違
っ
て
い
た
。
そ
も
そ
も
日
露
戦
争
で
日
本
陸
軍
は
、
突
撃
す
れ
ば
弾
が
足
り
な
く

て
も
勝
て
る
と
い
う

狂
信
的
精
神
主
義

に
、
は
じ
め
か
ら
取
り
つ
か
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
乃
木
の
人
命
軽
視
の
突
撃
は
、
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弾
丸
の
不
足
ゆ
え
の
や
む
を
え
ざ
る
選
択
で
あ
っ
た
。
物
が
足
り
な
い
の
に
ど
う
や
っ
て
戦
争
を
続
け
る
か
。
そ
こ
に
登
場
せ
ざ
る

を
え
な
か
っ
た
の
が
、
捨
て
身
の
精
神
主
義
、

魂
の
突
撃

で
あ
っ
た
。

け
れ
ど
も
、
一
九
一
四
年
の
青
島
な
ら
、
弾
が
足
り
た
。
日
本
陸
軍
の
物
的
状
況
は
、
日
露
戦
争
時
よ
り
も
大
幅
に
改
善
さ
れ
て

い
た
。
日
露
戦
争
で
は
不
可
能
で
あ
っ
た
、
火
力
、
物
量
、
科
学
力
を
優
先
さ
せ
、
精
神
力
の
目
立
つ
暇
の
な
い
、
近
代
戦
の
見
本

が
青
島
で
示
さ
れ
た
。
し
か
も
、
近
代
戦
は
物
量
戦
で
し
か
あ
り
え
な
い
こ
と
を
世
界
的
に
証
し
た
第
一
次
大
戦
の
一
環
と
し
て
。

と
こ
ろ
が
、
こ
の
青
島
の
戦
訓
は
、
一
九
四
五
年
ま
で
の
日
本
陸
軍
の
歴
史
に
反
映
し
た
と
は
言
い
が
た
い
。
む
し
ろ
大
正
後
期

以
後
、
日
本
陸
軍
は

魂
の
突
撃

を
絶
対
化
し
、
精
神
主
義
に
過
度
に
依
拠
す
る
道
を
歩
ん
だ
の
で
あ
る
。
そ
の
理
由
の
解
明
が

次
の
課
題
と
な
る
。

（
1
）

そ
の
よ
う
な
従
来
の
見
方
を
覆
す
研
究
に
、
参
謀
本
部
が
編
纂
刊
行
し
た

秘

大
正
三
年
日
独
戦
史

（
一
九
一
六
年
）
の
復
刻

出
版
本
に
別
巻
と
し
て
付
さ
れ
た
、
斎
藤
聖
二

日
独
青
島
戦
争

（
ゆ
ま
に
書
房
、
二
〇
〇
一
年
）
が
あ
る
。
本
稿
は
伊
勢
喜
之
助
の

資
料
を
用
い
て
そ
れ
に
些
か
棹
さ
す
程
度
の
も
の
に
す
ぎ
な
い
。

（
2
）

桑
木
崇
明

陸
軍
五
十
年
史

、
鱒
書
房
、
一
九
四
三
年
、
二
七
七
頁
。

（
3
）

伊
勢
喜
之
助

青
島
攻
囲
戦
ニ
於
ケ
ル
彼
我
兵
器
ノ
状
態
及
弾
丸
効
力
調
査

（
陸
軍
技
術
審
査
部
、
一
九
一
四
年
）
に
よ
る
。

（
4
）

青
島
戦
記

、
朝
日
新
聞
合
資
会
社
、
一
九
一
五
年
、
一
九
八
頁
。

（
5
）

同
右
、
一
九
八
│
一
九
九
頁
。

（
6
）

同
右
、
一
九
九
頁
。

（
7
）

同
右
、
一
九
九
│
二
〇
〇
頁
。

（
8
）

伊
勢
前
掲
書
、
頁
数
な
し
。

（
9
）

同
右
、
頁
数
な
し
。

（
10
）

同
右
、
頁
数
な
し
。

第一次世界大戦と日本陸軍

169



（
11
）

同
右
、
頁
数
な
し
。

（
12
）

同
右
、
頁
数
な
し
。

（
13
）

同
右
、
頁
数
な
し
。

（
14
）

陸
軍
省
編

日
露
戦
争
統
計
集

（
（
軍
事
機
密
）
明
治
三
十
七
八
年
戦
役
統
計

改
題
）
第
一
二
巻
（
原
書
房
、
一
九
九
五
年
）

の
二
三
一
│
二
三
七
頁
を
参
照
の
こ
と
。

（
15
）

青
島
戦
記

、
一
九
三
頁
。

（
16
）

ク
ロ
パ
ト
キ
ン
回
想
録

、
参
謀
本
部
訳
、
東
京
偕
行
社
、
一
九
一
〇
年
、
二
七
〇
頁
。

（
17
）

同
右
、
二
七
一
頁
。

（
18
）

同
右
、
二
七
一
頁
。
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